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特集を企画するにあたって
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小児のI腹部腫瘍は比校的よく辿遇する疾忠で

あり’’''１i膿診断が診脚｢や治療法の選択にLE要な

役割をLIlたしている。超ff波検査が第一選択の

検査法として行われ，さらにＣＴ，MRIといっ

た｣'二催鯉的検査でⅢK慨のIｉｉｉ報が詳しくわかるよ

うになり，，Ⅲ管造影はinterveI1tionの１－|的以外

にはほとんど行われなくなるなど，術前検汽の

適応も変化してきた。核|ﾀﾐ判炎在ではＭＩＢＧシ

ンチグラフィの登場で'０１１経刑1Kの診MllTや治娠効

果判定を容易に行うことが１１能になった｡また，

今後，造!'杉MRAがあるハ1度，、1W造形の代役

を果たす１，J能性やIMi腸の抗癌剤,iiil性の把握に(i

ll]な99mTc-MIBIの小児への応111などの新しい技

術もＷ１１､liiされる。放射線治療においても粒ｆ線

治療が成人では施行されつつあり，いずれ小児

にも広くIijllIlされることになると思われ，新し

いＩｆｊ１ｉｉｉを迎えつつある。

今1,,1,小Ｍ１腱部ⅢＫｊｌ;liの1111i像診IIlili:をliP膿111!する

ために特集を企|画iした。小児'１以部llIIi癌のlII1i像'診

断はいくつかの教科１１$にi;dlliXされているが，超

音波検ｉｌｆＣＴ，MRIについては'詳しくIiI｣Ililiさ

れていても，核医学や放jN･線沿ﾘﾎﾞにMMする'''１i像

診lMi:まで,iLlIM(されているものはほとんどないた

め．これらの項目を含めた特壌にした。

１１１２部|Niｿ野の画像諺Wr，核医学診断，放射線治

療のためのliIji像診断について，４人のエキスパー

トの光/k方に御執へ1［をお願いした。腹部ＩＫ甥の

1111i像,沙llli:では超脅汲検ilf，ＣＴ・MRIを111心にし

て，行ﾘｸﾐ腿の画像所兄の特徴を．大阪府立１V:ｆ

総合|剛(センター放射線科のNi川正則先′|{と|'ｉｌ

立小児Ⅲｊｉ院放射線科のﾘﾌﾞ坂俊介先fl1に，核医学

診llli:では腹部腿ｿ易に11｜いられるシンチグラフィ

の通liiとその限界を京#１１府立|郷|大学放り;|線科

の奥1111:１，１絲光'kに，放射線治旅のためのIIIIi像診

断については放射線治旅を行うのに必要な1''１i像

診断と治娠効果1{'|定について1'11立小児ｶﾌﾞi院の,Ｅ

木英一光′'二に御執'1rいただいた。

lI1Ii像i惨111｢の方法は施Ｉ没に》iiiじてかなりばらつ

きがあるようである。ﾉﾄﾞ俊襲的で必要城小阪の

検代を行うことが'16【要であるが，検査法の適応

とその'U(界についてjillっておき，適切な検廠を

選Ｉ)ける必要がある。しかし，放射線,「:Ⅱ災でも

超宵波ＷｆＣＴ，MRIはよく知っているが，核

医学や放りl･線治疲は,ＩｌＩｒＦと,苛う人もおり，Ｔ２沿

医になる小児科や小ﾘﾑ外科の先′上方がこれらす

べての通Ⅲiiや限界をｌｉＩ１ることは容易ではない。

そのような時に今'''1の特鰹を1,,Lて，Ｉ１ｆｉｉ１珍旅に

役ｳﾕてていただければと思う。
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